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日本原子力学会 標準委員会 

基盤・応用技術専門部会 放射線遮蔽分科会 遮蔽材料標準作業会 

第４回 議事録 

 

1. 日時：平成 27 年 1 月 16 日（金） 13:30～17:00 

 

2. 場所：日本原子力学会本部 会議室 

 

3. 出席者：（11 名：敬称略、順不同） 

 木村（主査、フジタ）、中田（副主査、MNEC）、奥野（幹事、安藤ハザマ）、河野（ATOX、

坂本代理）、谷口（大成建設）、田中（エネルギー総研）、河野（日立 GE、月山代理）、廣

内（東芝）、天野（CTC、石川代理）、尾方（MHI）、平尾（海技研） 

 

4. 配布資料 

 SMA4-1 第３回議事録（案） 

 SMA4-2 材料組成策定ＧＲ議事メモ（案） 

 SMA4-3 コンクリート骨材の現況調査 

 SMA4-4 感度解析計画 

 SMA4-5 コンクリート組成に係るパラメータサーベイ評価の実施案 

 SMA4-6 遮蔽材料標準策定スケジュール（案） 

 SMA4-7 基盤・応用技術専門部会における標準策定スケジュール（案） 

 SMA4-8 中性子遮蔽ハンドブック９章遮蔽材 原稿 

 

5. 議事 

 ・前回までの委員会で配布した資料を学会サーバーで一括管理するため、PDF 化して 

  主査宛に送る事となった。 

 ・感度解析に使用する中性子スペクトルは、11 月末の核データ研究会で JAEA が作 

  成したもの、及び現在原子力学会に投稿中（3 月出版予定）のデータがあるので、  

  どちらを使用するか次回委員会で検討する事となった。 

 ・感度解析で組成を振る範囲を議論できるような組成を、材料組成策定Ｇｒから年度 

  内を目処に提案する事となった。 

 ・感度解析で組成を振る範囲は、感度解析Ｇｒから断面積等を参考に提案し、その提

案を元に、材料組成策定Ｇｒが組成値を計算する事となった。 

 ・平尾氏（海技研）に作業会委員として参画して頂くよう、分科会に提案する事とな

った。 
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次回材料組成策定Ｇｒ：2月17日（火）13:30～ 原子力学会本部会議室 予定 

次回作業会： 4 月 21 日（火）13:30～ 原子力学会本部会議室 予定 

 

以 上 

 


